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へ
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猶
内
々
御
頼
申
候
事
、
何
分
宜
頼
上
候
。
御
咄
申
上
候
如
、
何
様
に
も
又
々
可
仕
候
。
く
れ
〴
〵
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本
軸
に
つ
い
て
は
、『
契
沖
全
集　

第
十
六
巻　

書
入
二　

遺
文　

書
簡
集
』（
１
９
７
６
、
岩
波
書
店
）
586
頁
に
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
解
説
（
848
頁
）
に
よ
る
と
「
野
田
忠
粛
の
と
こ
ろ
へ
為
家
の
懐
紙
を
借
り
に
や
っ
た
時
の
も
の
」
で
あ
り
、
確

言
は
し
て
い
な
い
が
、「
玉
津
島
奉
納
の
こ
と
が
延
宝
集
に
見
え
る
と
き
の
こ
と
だ
と
す
れ
ば
、
延
宝
九
年
以
前
と
な
る
が
」

と
さ
れ
る
。
な
お
、【
追
記
】
に
「
こ
の
書
簡
は
戦
災
で
焼
失
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。」
と
あ
る
。
偶
然
か
も
し
れ
な
い
が
、

２
０
０
５
年
に
本
学
蔵
と
な
っ
た
「
背
面
先
生
説
」
の
軸
も
戦
災
で
焼
失
し
た
と
さ
れ
て
い
た
。

　

歌
の
第
一
句
、
契
沖
全
集
で
は
「
梅
か
ゝ
（
え
ヵ
）」
と
し
て
「
誤
記
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。
た
し
か
に
「
ゝ
」
の
よ
う
に

み
え
る
が
、
自
筆
と
す
る
な
ら
ば
「
え
」
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
歌
の
内
容
か
ら
は
「
え
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
か

（
香
）」
は
考
え
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。『
漫
吟
集
類
題
』
に
も
「
梅
が
枝
に
」
と
な
っ
て
い
る
（
334
、『
漫
吟
集
』（
龍
公
美
本

176
）
も
同
じ
）。
た
だ
し
、
こ
れ
が
「
ゝ
」
だ
と
す
る
と
、
誤
記
ま
た
は
誤
写
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
本
軸
自
体
の
問
題
と
し

て
疑
問
が
残
る
。
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